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※
該
当
部
分
抜
粋

政
令
第
三
百
五
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
）

自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
自
衛
隊
法
（

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
五
項
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七

条
第
四
項
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
九
十
九
条
第
一
項
、
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の

職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
条
第
三
項
及
び
国

家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条

（
略
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
及
び
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）
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第
三
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
」
の
下
に
「
（
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

百
六
十
四
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書

二

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
別
表
第
一
第
二
号
ロ

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
の
教
育
訓
練
又
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
又
は
第
十
六
条
第
一
項
（
第
三
号

を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

一

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）

第
一
条
第
四
号

二

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
第
一
条
第
三
号

三

防
衛
省
の
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
十
八
号
）
第
一
条
第
五
号

附

則

こ
の
政
令
は
、
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
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四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


